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摂津市上下水道部では、市民の皆様に安全で水をおいしく飲める水道をとどけるために、これま

で行ってきた水質検査の結果を踏まえ、令和 7（２０２５）年度水質検査計画を策定しましたのでお

知らせします。 

 

【水質検査計画とは】 

水質検査計画とは、水源からご家庭の蛇口に至るまでの適正な水質管理を行うために、水質検

査項目や検査回数などを定めたものになります。法令で規定され、毎年、年度が始まる前に策定し

公表することになっています。 

 

【計画の内容】 
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１． 基本方針 

 

摂津市では、供給する水道水が水質基準に適合し、安全であることを確認するために、以下の方針に

基づき水質検査計画を作成し、水質検査を実施していきます。 

 

(１) 採水地点は、水道法で義務付けられている給水栓水（蛇口から出る水）の検査に加え、原水（浄

水処理を行う前の水）、浄水場の出口及び大阪広域水道企業団（以下「企業団」という。）から受

水した送水所の出口とします。 

 

(２) 検査項目は、水道法で義務づけられている毎日検査項目及び水質基準項目と水質管理上必要

とされる水質管理目標設定項目、ダイオキシン類及びクリプトスポリジウム等について行いま

す。 

 

(３) 検査回数は、水源の種類やこれまでの検査結果で得られた検出状況などを考慮して定めます。 

 

(４) 水質検査の結果は、摂津市上下水道部ホームページで公表します。 
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２． 水道事業の概要 

 

(１) 給水状況 

区   分 内   容 

給 水 区 域 摂津市域全域 

給 水 人 口 （人） 86,346 

普 及 率 （％） １００ 

給 水 戸 数 （戸） 43,093 

一日最大配水量 （㎥）  29,950 

一日平均配水量 （㎥） 27,403 

 

(２) 配水系統    

No. 配水系統  

1 千里丘水系 企業団水 

2 太中水系 自己水 ＋ 企業団水 

3 中央水系 企業団水 

4 鳥飼水系 企業団水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 －  1 配水系統図 

令和 5 年度 



4 

 

(３) 浄水場の概要 

○太中浄水場 

 水源は、深さ 150～200m の地下水で、浄水場内に 4 本と場外に 2 本の計 6 本の地下水か

ら取水し、浄水処理を行っています。 

◇施設概要 

所 在 地   摂津市昭和園6番１１号 

敷 地 面 積     10,427.01㎡ 

水 源 の 種 類   地下水（深井戸） 

施 設 能 力     12,500㎥/日 

平均自己水量      5,681㎥/日 

浄水処理方法   薬品沈澱・急速ろ過式 
薬品沈澱・急速ろ過方式：原水中の懸濁物質を凝集剤（ポリ塩化アルミニウム）を用いて

沈澱分離し，その上澄水をろ過して不純物を除去する方法 

沈 澱 池   内径13m 深さ5m ３池 18,000㎥/日 

ろ  過   池   ろ過面積36㎡ ろ過速度120m/日 6池 24,000㎥/日 

使 用 薬 品   凝 集 剤  ポリ塩化アルミニウム 

             pH調整剤  苛性ソーダ 

             消 毒 剤  次亜塩素酸ナトリウム 

 

(４) 企業団からの受水状況 

企業団の水道水（以下「企業団水」という。）を受水し、一旦配水池に貯水して配水ポンプで加圧し

て、水道水を供給しています。 

 ○鳥飼送水所 

◇施設概要 

所 在 地   摂津市鳥飼本町三丁目１１番３５号 

敷 地 面 積      5,278.00㎡ 

施 設 能 力     24,800㎥/日 

平 均 配 水 量      8,780㎥/日 

企 業 団 水   浄水場：三島浄水場 水源：淀川 

浄水処理方法   高度浄水処理方式 

 ○中央送水所 

  ◇施設概要 

所 在 地   摂津市三島一丁目１番１０号 

敷 地 面 積      5,４２４.00㎡ 

施 設 能 力     2０,２00㎥/日 

平 均 配 水 量      4,893㎥/日 

平 均 送 水 量      5,352㎥/日（太中浄水場への送水） 

企 業 団 水   浄水場：三島浄水場 水源：淀川 

浄水処理方法   高度浄水処理方式 

 ○千里丘送水所 

  ◇施設概要 

所 在 地   摂津市千里丘四丁目６番８号 

敷 地 面 積      １,１５４.１２㎡ 

施 設 能 力      ５,０00㎥/日 

平 均 配 水 量      2,699㎥/日 

企 業 団 水   浄水場：三島浄水場 水源：淀川 

浄水処理方法   高度浄水処理方式 
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３． 原水の水質並びに水道水の水質状況 

 

(１) 原水の水質状況 

 ○太中浄水場の原水 

太中浄水場の水源は地下水で水質は安定しており、カルシウムやマグネシウム等のミネラル成分

が多く含まれています。 

  ○企業団水の原水 

企業団水の水源は淀川になり、水の反復利用が行われており、水質の汚濁や汚染の影響を受けや

すい河川になります。そのため、企業団は、安定した浄水処理を行っていくうえで常に原水の水質

について監視を行っています。 

(２) 水道水の水質状況 

○太中浄水場の水道水 

水質基準を満たすために、鉄、マンガン等を除去する必要があるため、凝集沈澱池及び急速ろ過

池によって浄水処理を行っています。 

○企業団水の水道水 

三島浄水場では、生物処理、オゾン処理及び粒状活性炭処理による高度浄水処理方式を行ってい

ます。 

  令和5年度に実施した水質検査の結果は、表-１のとおりになります。 

 

   
（令和5年度平均値）

配水系統 鳥　飼 中　央 千里丘 太　中

水質基準 系　統 系　統 系　統 系　統

水 温 20.6 19.1 20.5 19.1

一 般 細 菌 100/ｍL以下 0 0 0 0

大 腸 菌 検出されないこと 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/L以下 0.9 0.9 0.9 0.4

総 ト リ ハ ロ メ タ ン 0.1mg/L以下 0.014 0.01未満 0.01未満 0.01未満

鉄 及 び そ の 化 合 物 0.3mg/L以下 0.03未満 0.03未満 0.03未満 0.03未満

ナトリウム及びその化合物 200mg/L以下 13.0 13.3 12.8 26.3

マン ガ ン 及び そ の化 合物 0.05mg/L以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

塩 化 物 イ オ ン 200mg/L以下 16.3 16.2 16.0 21.8

カルシウム、マグネシウム等(硬度) 300mg/L以下 40 40 39 65

蒸 発 残 留 物 500mg/L以下 92 93 92 172

有 機 物 （ 全 有 機 炭 素 ） 3mg/L以下 0.8 — — 0.5

ｐ Ｈ 値 5.8以上8.6以下 7.3 7.3 7.3 7.4

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭 気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色 度 5度以下 1未満 1未満 1未満 1未満

濁 度 2度以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満

残 留 塩 素 0.1mg/L以上  0.5 0.7 0.6 0.6

項　　　目

表 －  1 水道水の水質検査結果 
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４． 採水場所 

 

（１） 水道水 

水質基準項目の採水場所については、配水系統の末端４か所を選定しています。採水場所は、原則

として給水栓で行いますが、配水管の中で水質変化が起こらない項目については、浄水場・送水所出

口で採水します。 

浄水場・送水所出口と市内管末付近に水質自動監視装置（水質モニター）を設置しており、毎日検査

は市内管末付近に設置しています６か所の水質自動監視装置（水質モニター）で行っています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質検査採水場所 

中央水系 太中水系 千里丘水系 鳥飼水系 

➀ 中央送水所 出口 ② 太中浄水場 出口 ③ 千里丘送水所 出口 ④ 鳥飼送水所 出口 

⑦ 別府 ⑥ 旧三宅小学校 ⑤ 市場池 ⑨ 鳥飼八町 

⑧ 味生小学校 ⑪ 安威川公民館   ⑩ 鳥飼上 

①から⑩は、水質自動監視装置の場所を示しており、毎日検査は⑤から⑩で行っています。 

水質基準項目の採水場所は、⑤、⑦、⑩、⑪で行っています。 

 

 

図 － ２ 水質検査採水場所 

写真：鳥飼水系末端 （鳥飼上水質モニター） 

写真：千里丘水系末端 （市場池水質モニター） 
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５． 水質検査項目及び検査回数 

 

(１) 原水と水源 

太中浄水場の水源は、深さ１５０ｍから２００ｍの深井戸になり、浄水場内に４か所、場外に２か所

の計６か所から取水しています。令和５年８月から場内にある２号井戸の取水を停止しています。

水源の水質は、鉄やカルシウムなどが多く含まれています。 

 

 

 

 

1号井戸 2号井戸 3号井戸 4号井戸 5号井戸 6号井戸 混合原水

1 一般細菌 0／mL 0／mL 0／mL 0／mL 0／mL 0／mL 0／mL

2 大腸菌 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない

3 カドミウム及びその化合物 0.0003mg/L未満 0.0003mg/L未満 0.0003mg/L未満 0.0003mg/L未満 0.0003mg/L未満 0.0003mg/L未満 0.0003mg/L未満

4 水銀及びその化合物　 — — — — — — 0.00005mg/L未満

5 セレン及びその化合物 0.001mg/L未満 0.002mg/L 0.002mg/L 0.002mg/L 0.002mg/L 0.002mg/L 0.001mg/L

6 鉛及びその化合物 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満

7 ヒ素及びその化合物 0.001mg/L未満 0.002mg/L 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満

8 六価クロム化合物 0.002mg/L未満 0.002mg/L未満 0.002mg/L未満 0.002mg/L未満 0.002mg/L未満 0.002mg/L未満 0.002mg/L未満

9 亜硝酸態窒素 0.004mg/L未満 0.004mg/L未満 0.004mg/L未満 0.004mg/L未満 0.004mg/L未満 0.004mg/L未満 0.004mg/L未満

10 シアン化物イオン及び塩化シアン — — — — — — 0.001mg/L未満

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 0.1mg/L 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満

12 フッ素及びその化合物 0.08mg/L未満 0.08mg/L未満 0.08mg/L未満 0.08mg/L未満 0.08mg/L未満 0.08mg/L 0.08mg/L未満

13 ホウ素及びその化合物 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満

14 四塩化炭素 0.0002mg/L未満 0.0002mg/L未満 0.0002mg/L未満 0.0002mg/L未満 0.0002mg/L未満 0.0002mg/L未満 0.0002mg/L未満

15 1,4-ジオキサン　※ — — — — — — 0.005mg/L未満

16
シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

0.004mg/L未満 0.015mg/L 0.004mg/L未満 0.016mg/L 0.004mg/L未満 0.004mg/L未満 0.004mg/L未満

17 ジクロロメタン 0.002mg/L未満 0.002mg/L未満 0.002mg/L未満 0.002mg/L未満 0.002mg/L未満 0.002mg/L未満 0.002mg/L未満

18 テトラクロロエチレン 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.012mg/L 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満

19 トリクロロエチレン 0.001mg/L未満 0.002mg/L 0.001mg/L未満 0.002mg/L 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満

20 ベンゼン 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満 0.001mg/L未満

21 塩素酸 0.06mg/L未満 0.06mg/L未満 0.06mg/L未満 0.06mg/L未満 0.06mg/L未満 0.06mg/L未満 0.06mg/L未満

22 クロロ酢酸 — — — — — — —

23 クロロホルム — — — — — — —

24 ジクロロ酢酸 — — — — — — —

25 ジブロモクロロメタン — — — — — — —

26 臭素酸 — — — — — — —

27 総トリハロメタン — — — — — — —

28 トリクロロ酢酸 — — — — — — —

29 ブロモジクロロメタン — — — — — — —

30 ブロモホルム — — — — — — —

31 ホルムアルデヒド — — — — — — —

32 亜鉛及びその化合物 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満

33 アルミニウム及びその化合物 0.02mg/L未満 0.02mg/L未満 0.02mg/L未満 0.02mg/L未満 0.02mg/L未満 0.02mg/L未満 0.02mg/L未満

34 鉄及びその化合物 8.7mg/L 12.2mg/L 10.5mg/L 13.3mg/L 12.8mg/L 6.5mg/L 9.9mg/L

35 銅及びその化合物 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満 0.1mg/L未満

36 ナトリウム及びその化合物 13.1mg/L 20.0mg/L 13.9mg/L 14.3mg/L 14.4mg/L 9.6mg/L 13.5mg/L

37 マンガン及びその化合物 1.4mg/L 1.4mg/L 1.3mg/L 2.0mg/L 1.9mg/L 1.3mg/L 1.6mg/L

38 塩化物イオン 11.0mg/L 21.6mg/L 13.3mg/L 18.1mg/L 20.4mg/L 3.0mg/L 14.8mg/L

39 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 80mg/L 95mg/L 85mg/L 94mg/L 95mg/L 56mg/L 83mg/L

40 蒸発残留物 209mg/L 258mg/L 233mg/L 251mg/L 240mg/L 155mg/L 220mg/L

41 陰イオン界面活性剤　※ — — — — — — 0.02mg/L未満

42 ジェオスミン — — — — — — 0.000001mg/L未満

43 2-メチルイソボルネオール — — — — — — 0.000001mg/L未満

44 非イオン界面活性剤　※ — — — — — — 0.002mg/L未満

45 フェノール類　※ — — — — — — 0.0005mg/L未満

46 有機物（全有機炭素） — — — — — — 0.6mg/L

47 ｐＨ値 6.4 6.2 6.3 6.3 6.3 6.6 6.5

48 味 — — — — — — —

49 臭気 金気臭 金気臭 金気臭 金気臭 金気臭 金気臭 金気臭

50 色度 2度 1度 1度 2度 3度 2度 8度

51 濁度 1.3度 0.4度 0.1未満 0.5度 0.4度 0.1度 3.5度

項　　　目　

表 －  2 令和 5年度水源の水質検査結果 
（令和 5 年度平均値） 
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(２) 法令に基づいて行う水質基準の水質検査項目と検査回数 

水質基準の項目は、水道水が備えるべき水質上の要件であり、全ての水道水に一律に適用され、

金属類や一般有機化学物質など５１項目あります。項目ごとにそれぞれ基準値が定められ、水道に

より供給される水は、この基準全てに適合しなければなりません。 

１) 色、濁り、消毒の残留効果（残留塩素）の3項目の検査は、１日１回以上検査を行います。 

２) 水質基準項目の一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩素酸、鉄及びその化合物、

マンガン及びその化合物、塩化物イオン、有機物、pH値、味、臭気、色度、濁度の１３項目の検査

は、1か月に1回以上行います。 

３) 水質基準項目のうち、上記２）以外の検査は、原則１か月又は3か月に1回以上行う必要がありま

すが、過去の検査結果や水源の状況等を勘案し、状況に応じて検査頻度の緩和や検査の省略が

可能となっています。検査頻度を緩和している項目は、水銀及びその化合物、陰イオン界面活性

剤、ジェオスミン、2-メチルイソボルネオールの４項目です。 

４) 水銀及びその化合物、陰イオン界面活性剤は、過去３年間において検出がないことを確認してい

るため、検査頻度を年１回にしています。 

５) ジェオスミン、2-メチルイソボルネオールは、原因となる藻類発生時の夏場に１回検査を実施しま

す。ただし、異常が認められる場合には追加で検査を行います。 

 

 



9 

 

  

番号 定期検査項目 分類 過去3年の最大値
法定の

検査頻度
緩和可能な
検査頻度

太中浄水場
原水

給水栓

基1 一般細菌 0／mL 12 12

基2 大腸菌 検出しない 12 12

基3 カドミウム及びその化合物 0.0003mg/L未満 4 4

基4 水銀及びその化合物　＊1 0.00005mg/L未満 1 1

基5 セレン及びその化合物 0.001mg/L未満 4 4

基6 鉛及びその化合物 0.002mg/L 4 4

基7 ヒ素及びその化合物 0.001mg/L未満 4 4

基8 六価クロム化合物 0.002mg/L未満 4 4

基9 亜硝酸態窒素 0.004mg/L未満 4 4

基10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.001mg/L未満 1回／3ヵ月 1 4

基11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素　＊3 1.5mg/L 12 12

基12 フッ素及びその化合物 ０．０9mg/L 4 4

基13 ホウ素及びその化合物 0.1mg/L 4 4

基14 四塩化炭素 0.0002mg/L未満 4 4

基15 1,4-ｼﾞオキサン 0.005mg/L未満 4 4

基17 ジクロロメタン 0.002mg/L未満 4 4

基18 テトラクロロエチレン 0.001mg/L未満 4 4

基19 トリクロロエチレン 0.001mg/L未満 4 4

基20 ベンゼン 0.001mg/L未満 4 4

基21 塩素酸　＊4　＊5 0.37mg/L - 12

基22 クロロ酢酸　＊4 0.002mg/L未満 - 4

基23 クロロホルム　＊4 0.009mg/L - 4

基24 ジクロロ酢酸　＊4 0.003mg/L - 4

基25 ジブロモクロロメタン　＊4 0.01mg/L - 4

基26 臭素酸　＊4 0.005mg/L - 4

基27 総トリハロメタン　＊4 0.03mg/L - 4

基28 トリクロロ酢酸　＊4 0.003mg/L未満 - 4

基29 ブロモジクロロメタン　＊4 0.012mg/L - 4

基30 ブロモホルム　＊4 0.009mg/L未満 - 4

基31 ホルムアルデヒド　＊4 0.008mg/L - 4

基32 亜鉛及びその化合物 0.1mg/L未満 4 4

基33 アルミニウム及びその化合物 0.06mg/L 4 4

基34 鉄及びその化合物　＊3 0.06mg/L 12 12

基35 銅及びその化合物 0.1mg/L未満 4 4

基36 ナトリウム及びその化合物 味 30.3mg/L 4 4

基37 マンガン及びその化合物　＊3 色 0.005mg/L未満 12 12

基38 塩化物イオン 25.2mg/L 1回／月 1回／月 12 12

基39 カルシウム、マグネシウム等(硬度) 73mg/L 4 4

基40 蒸発残留物 230mg/L 4 4

基41 陰イオン界面活性剤　＊1 発泡 0.02mg/L未満 1回／3年 1 1

基42 ジェオスミン　＊2 0.000001mg/L未満 1 1

基43 2-メチルイソボルネオール　＊2 0.000001mg/L未満 1 1

基44 非イオン界面活性剤 発泡 0.002mg/L未満 1 4

基45 フェノール類 臭気 0.0005mg/L未満 1 4

基46 有機物（全有機炭素(TOC)の量） 味 0.9mg/L 4 12

基47 ｐＨ値 7.7 12 12

基48 味 異常なし 12 12

基49 臭気 異常なし 12 12

基50 色度 1未満 12 12

基51 濁度 0.1未満 12 12

＊1 過去３年間において検出がないことを確認しているため、検査頻度を減らしています。

＊2 原因藻類発生時期である夏場に１回検査を実施します。ただし、異常が認められる場合には追加で検査を行います。

＊3 水道法では3か月に1回以上となっていますが、毎月1回以上検査することが望ましいとされている。

＊4 消毒副生生物ですので、原水は除外しています。

＊5 給水栓については、次亜塩素酸ナトリウムの適切な注入率管理のため、毎月１回行います。

基礎的性状

無機物

有機物

消毒副生成物

色

味

かび臭 1回／月
原因藻類発生

時期に月1回

1回／3ヵ月 1回／3年

1回／月 1回／月

4 4

1回／3ヵ月

1回／3年

1回／3ヵ月
1回／年

1回／月 1回／月

1回／3ヵ月

1回／3年

1回／3年
基16

シス-1,2-ジクロロエチレン及びトラ
ンス-1,2-ジクロロエチレン

0.004mg/L未満

病原生物によ
る汚染の指標

重金属

表 －  3 水質検査項目と検査回数 
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(３) 水質管理目標設定項目の水質検査項と検査回数 

この項目は、水質基準項目ではありませんが、水質管理において留意すべき項目とされていま

す。本市では、表－4のとおり実施します。 

農薬類は、浄水場出口で年1回検査し、企業団水である中央、千里丘、鳥飼水系は企業団により

検査が実施されます。 

また、ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）及びぺルフルオロオクタン酸（PFOA）について

は、太中浄水場の原水と太中水系の末端給水栓である安威川公民館の2か所で年4回検査します。

企業団水である中央、千里丘、鳥飼水系については、企業団により検査が実施されます。 

    

 

  

番号 定期検査項目 分類 目標値
太中浄水場

原水
浄水場出口 給水栓

目1 アンチモン及びその化合物 0.02㎎/L以下 4 - 4

目2 ウラン及びその化合物 0.002㎎/L以下（暫定） 4 - 4

目3 ニッケル及びその化合物 0.02㎎/L以下 4 - 4

目5 1,2-ジクロロエタン 0.004㎎/L以下 4 - 4

目8 トルエン 0.4㎎/L以下 4 - 4

目9 フタル酸ジ(2-エチルヘキシル) 0.08㎎/L以下 - - 1

目10 亜塩素酸　＊1 消毒副生成物 0.6㎎/L以下 - - -

目12 二酸化塩素　＊1 消毒剤 0.6㎎/L以下 - - -

目13 ジクロロアセトニトリル 0.01㎎/L以下（暫定） - - 1

目14 抱水クロラール 0.02㎎/L以下（暫定） - - 1

目15 農薬類 農薬 1以下 - 1 -

目16 残留塩素 臭気 1㎎/L以下 - - 12

目17 カルシウム、マグネシウム(硬度) 味 10㎎/L以上100㎎/L以下 4 - 4

目18 マンガン及びその化合物 色 マンガンの量に関して、0.01㎎/L以下 12 - 12

目19 遊離炭酸　＊2 味 20㎎/L以下 - - -

目20 1,1,1-トリクロロエタン 臭気 0.3㎎/L以下 4 - 4

目21 メチル-t-ブチルエーテル 0.02㎎/L以下 4 - 4

目22 有機物等（過マンガン酸カリウム消費量）＊3 3㎎/L以下 - - -

目23 臭気強度（TON)　＊4 臭気 3以下 - - -

目24 蒸発残留物 味 30㎎/L以上200㎎/L以下 4 - 4

目25 濁度 1度以下 12 - 12

目26 ｐH値 7.5程度 12 - 12

目27 腐食性（ランゲリア指数）＊5 腐食 -1程度以上とし、極力0に近づける - - -

目28 従属栄養細菌　＊6
水道施設の

健全性の指標
1mLの検水で形成される集落数が2,000以下（暫定） - - -

目29 1,1-ジクロロエチレン 有機物 0.1㎎/L以下 4 - 4

目30 アルミニウム及びその化合物 重金属 アルミニウムの量に関して、0.1㎎/L以下 4 - 4

目31
ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS)及びペ
ルフルオロオクタン酸（PFOA)

有機フッ素
化合物

ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS)及びペルフ
ルオロオクタン酸（PFOA)の量の和として、0.00005
㎎/L以下（暫定）

4 - 4

＊1は、浄水処理に二酸化塩素を使用していないため検査を除外しています。

＊2は、健康的なリスクを引き起こすものではないため除外しています。

＊3は、水質基準である有機物（全有機炭素(TOC)の量）の検査をしているため除外しています。

＊4は、臭気発生時など必要時に検査を実施します。

＊5は、弱アルカリ性で供給しているため除外しています。

＊6は、深井戸からは有機物が少ないため除外しています。

重金属

有機物

消毒副生成物

有機物

基礎的性状

表 －  4 水質管理設定項目の検査項目と検査回数 
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(４) その他の水質検査項と検査回数 

水質基準及び水質管理目標設定項目以外の検査として水道水の安全性をより確保するため、

太中浄水場の原水で発がん性物質であるダイオキシン類や耐塩素性病原微生物のクリプトスポ

リジウム等の検査を実施します。また、水質管理のための調査等が必要と認められる項目を選定

し検査を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

  

番号 定期検査項目 分類 目標値
太中浄水場

原水
給水栓

要検討4 モリブデン 重金属 0.07ｍｇ/L以下 1 1

要検討16 スチレン 環境ホルモン 0.02ｍｇ/L以下 - 1

要検討17 ダイオキシン類 有機物 1pg－TEQ/L以下（暫定） 1 -

要検討19 ノニルフェノール 0.3ｍｇ/L以下（暫定） - 1

要検討20 ビスフェノールA 0.1ｍｇ/L以下（暫定） - 1

要検討24 フタル酸ジ（ｎ-ブチル） 0.01ｍｇ/L以下 - 1

要検討25 フタル酸ブチルベンジル 0.5ｍｇ/L以下 - 1

要検討39 キシレン 有機物 0.4ｍｇ/L以下 1 1

指針 クリプトスポリジウム 耐塩素菌 1 -

指針 ジアルジア 耐塩素菌 1 -

指針 嫌気性芽胞菌 クリプト指標菌 4 -

環境ホルモン

表 －  5 その他の検査項目と検査回数 

ガスクロマトグラフ質量分析計 

イオンクロマトグラフ 

誘導結合プラズマ発光分光質量分析計 
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６． 水質検査方法 

 

水質基準項目の水質検査方法は、「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方

法」（平成15年厚生労働省告示第261号）、水質管理目標設定項目及びクリプトスポリジウム等は厚生

労働省健康局水道課長通知により行います。 

なお、自己検査と委託検査の区分については、表-６のとおりです。 

 

 

 

 

   

嫌気性芽胞菌クリプトスポリジウム

ジアルジア

委託検査

水質基準

水質管理目標設定項目

その他の項目

要検討項目

ノニルフェノール

ビスフェノールA

フタル酸ブチルベンジル

2-メチルイソボルネオール

ダイオキシン類 フタル酸ジ（n-ブチル）

ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS)及び

ペルフルオロオクタン酸（PFOA)

非イオン界面活性剤

フェノール類

有機物（全有機炭素(TOC)の量）

臭素酸

トリクロロ酢酸

ホルムアルデヒド

陰イオン界面活性剤

ジェオスミン

カルシウム、マグネシウム等（硬度）

蒸発残留物

ｐＨ値

味

臭気

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 クロロホルム マンガン及びその化合物

水銀及びその化合物　

色度

濁度

アルミニウム及びその化合物

鉄及びその化合物

銅及びその化合物

ナトリウム及びその化合物

塩化物イオン

六価クロム化合物 ベンゼン

亜硝酸態窒素 塩素酸

テトラクロロエチレン

ヒ素及びその化合物 トリクロロエチレン

スチレン

メチル-t-ブチルエーテル

蒸発残留物

濁度

要検討項目

ｐH値

抱水クロラール

農薬類

アンチモン及びその化合物 トルエン 1,1,1-トリクロロエタン

その他の項目

モリブデン キシレン

残留塩素

カルシウム、マグネシウム(硬度)

マンガン及びその化合物

1,1-ジクロロエチレン

アルミニウム及びその化合物

ウラン及びその化合物

ニッケル及びその化合物

1,2-ジクロロエタン

自己検査

水質管理目標設定項目

フタル酸ジ(2-エチルヘキシル)

ジクロロアセトニトリル

シス-1,2-ジクロロエチレン及び

トランス-1,2-ジクロロエチレン
ブロモホルム

セレン及びその化合物 ジクロロメタン 亜鉛及びその化合物

鉛及びその化合物

水質基準

一般細菌 ホウ素及びその化合物 総トリハロメタン

大腸菌 四塩化炭素 ブロモジクロロメタン

カドミウム及びその化合物

フッ素及びその化合物 ジブロモクロロメタン

シアン化物イオン及び塩化シアン

1,4-ｼﾞオキサン

クロロ酢酸

ジクロロ酢酸

表 －  6 自己検査と外部委託検査項目 



13 

 

７． 臨時の水質検査 

 

水道水が水質基準に適合しないおそれがある以下のような場合に行います。 

(１) 水源の水質が著しく悪化したとき 

(２) 水源に異常があったとき 

(３) 水源付近、給水区域及びその周辺等において消化器系感染症が流行しているとき 

(４) 浄水処理過程に異常があったとき 

(５) 配水管の大規模な工事その他水道施設が著しく汚染された恐れがあるとき 

(６) その他特に必要があると認められるとき 

 

 

８． 水質検査計画及び水質検査結果の公表 

 

水質検査計画は、毎事業年度の開始前に作成し、摂津市上下水道部ホームページに掲載しています。

水質検査結果は、摂津市上下水道部ホームページで公表します。 

 

摂津市上下水道部ホームページ水質検査計画 

https://www.city.settsu.osaka.jp/suidou/okyakusama/tainaka/anshinanzen/5814.html 

 

摂津市上下水道部ホームページ水道水質検査結果 

https://www.city.settsu.osaka.jp/suidou/okyakusama/tainaka/anshinanzen/5813.html 

 

 

９． 検査結果の評価及び計画の見直し 

 

検査項目の検査結果を地点ごとに水質基準値と比較、評価することで、検査項目や検査頻度を検討

し、次年度の計画に反映していきます。また、水質基準に係る省令等の改正、水源水質の状況変化及び

水質検査計画や結果への市民からのご意見を考慮して、見直しを行います。 

  

水質検査計画策定 

検 査 の 実 施 

検 査 結 果 の評 価 

見
直
し 

大阪府による監督 

市民 
（お客様） 

助言・指導 

意   見 

公   表 

公   表 

https://www.city.settsu.osaka.jp/suidou/okyakusama/tainaka/anshinanzen/5814.html
https://www.city.settsu.osaka.jp/suidou/okyakusama/tainaka/anshinanzen/5813.html
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１０． 水質検査の精度と信頼性の確保 

 

検査項目は、多種多様にわたっており、中には極微量の測定項目もあります。水質検査における測定

値の信頼性確保のため、正確かつ精度の高い検査体制を整えています。 

(１) 水質検査の精度 

原則として基準値及び目標値の1/10以下を定量下限値とし、定量下限値の付近においても精

度の高い測定に努めます。 

(２) 信頼性の確保 

大阪府が行う外部精度管理に参加し、測定誤差が小さくなるように信頼性の確保に努めます。 

 

 

１１． 関係者との連携 

 

企業団との情報交換システム（アクアネット大阪）を活用し、水質情報を収集することにより、迅速で

適切な措置を講じることができるように努めます。 

また、大阪府茨木保健所及び大阪府環境衛生課、並びにその他水道事業体と連携し、情報共有を図

りながら、常に安全で良質な水道水の供給を目指します。 

 


